
部名称 担当課名称 事業番号 事業名称 頁

未設定 上下水道料金賦課徴収事業 1

未設定 広報関係事業 3

未設定 管路更新耐震化事業 5

未設定 鉛製給水管の解消事業 7

未設定  アセットマネジメントに基づいた施設の機能維持 9

未設定 公共下水道維持管理事業 11

未設定 下水道普及促進事業 13

未設定 浄化槽市町村整備推進事業 15

未設定 流域関連公共下水道整備事業 17

上下水道部

下水道課

水道工務課

部課別掲載事業一覧

上下水道総務課



事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月1日

部署名 上下水道部　上下水道総務課

施策体系
▶ ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

■対象事業

事業番号 未設定1 事業名称

評価者 仲野　仁人

上下水道料金賦課徴収事業

（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり （2） 快適に暮らせる環境づくり

令和 ３ 年度

事業概要
検針業務及び開閉栓業務並びに料金収納業務に加え、開閉栓の受付業務等を含めた業務を「水道お客様センター」において一元化
し、事務運営を行う。

(目) 業務費 (小事業)

（現年）

事業目的
開閉栓の受付並びに窓口での料金徴収業務等を民間会社に包
括委託を行なうことにより、利用者へのサービス向上と経営の効率
化を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 水道事業費用

事業種別

(大事業) 委託料

(項) 営業費用 (中事業) お客様センター運営業務委託料

令和5年度

事業費
（単位：千円）

86,350

決算 86,130

当初予算 86,130

（現年）
■実施（DO）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

成果指標１ 年度別収納率 ➡
単位

予定 100 100 100 100

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100

90

％ )

実績

活動指標１ ➡
単位 予定

【 】 実績

【 】 実績

単位 予定
活動指標３ ➡

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

上下水道事業の収益の根幹である水道料金、下水道使用
料の徴収業務であり、不可欠なものである。

【 】 実績
活動指標４ ➡

単位 予定

 1/2

事業の
委託可能性

〇：委託できる

受益者負担
の適正さ

○：適正である

現在すでに委託している。

➡
単位

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績

活動指標２ ➡
単位 予定

【 】 実績

成果指標２
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2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

年度別収納率は令和元年度で90.16％、令和2年度では90.18％と、ほぼ横ばいの状況です。収納率のさらなる向上を目指し、今後も
取り組みます。

■予算要望の方向性（PLAN）

金額ではなく、考え方を記載してください。評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容 上下水道料金賦課徴収業務については、収納率の数値は問題ないものと考えております。今後も利用者へのサービ

ス向上と経営効率化を目指して検討をすすめていきます。
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令和

 1/2

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

×：検討していない

上下水道だよりについては、現在は配布を委託している。作
成は委託することができず（記事内容の準備ができない）、
発行回数も概ね年１回であり、効率面から委託できない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

○：得られるものはない

近年、水道事業をとりまく環境の変化は大きく、市民の方に
正しい水道事業への認識をお持ちいただくための啓発が必
要です。水道は全市民が利用するサービスですから、お年
寄りなどへの情報発信を考慮すると市広報誌、インターネッ
トだけでなく、上下水道だよりなどの他の情報発信手段も必
要と考えます。

活動指標２ ➡

活動指標４ ➡
単位 予定

【 】 実績

【 】 実績

活動指標３ ➡
単位 予定

【 】 実績

単位 予定

活動指標１ ➡
単位 予定

【 】 実績

)

成果指標２ ➡
単位

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

実績

)

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

成果指標１
ウェブサイトへの年間カウント数を成果指標と考えることも出来る
が、「水道ビジョン」を作成する中で、数値目標を設定することに
向かないという結論に達したため成果指標は設定せず。

➡
単位

予定

実績

事業概要
新着情報、水道料金届出、故障時の対応、工事の申込、指定給水工事業者の情報、入札・契約の情報、水道事業の仕組、応急給水
に関する情報、耐震化事業の必要性の周知等を、水道利用者・事業者に対し提供する。

（現年）
■実施（DO）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 705 654

決算 297

事業名称 広報関係事業

(目) 総係費

３

(小事業)

（現年）

事業目的
水道事業の仕組みや、水道料金について、年報や啓発チラシ（上
下水道だより）をウェブサイト、年報を作成し、情報公開することに
より、水道事業に対する認識を高める。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 水道事業費用

事業種別

(大事業) 印刷製本費

(項) 営業費用 (中事業) 印刷製本費

令和5年度

年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月1日

部署名 上下水道部　上下水道総務課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 仲野　仁人

■対象事業

事業番号 未設定2
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

（上下水道だよりについて）市民から感想が届くこともあり、概ね評価は良いと考えている。水道事業を知っていただく機会として、今後も継
続していきたい。

■予算要望の方向性（PLAN）

　これまでは、ウェブページ、事業年報などが主な広報活動でしたが、「上下水道だより」を発行し、事業の啓発や新たな取り組みとして進
めており、今後も継続して年1回程度の発行を予定しております。
　今後は、新たな情報共有の方法及び媒体の検討を行う必要があると考えます。

2/2

金額ではなく、考え方を記載してください。評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容
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 1/2

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

△：適正でない

現に設計や施工管理を委託しているが、今後小規模DBな
ど委託発注の余地がある。

今後は厳しい経営環境が予想されるため、現状の水道料
金が適正であるとは言えない。
料金の改定を検討しなければならないと考える。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

管の老朽や地震による水道管の破損による漏水を未然に
防ぐための重要な事業である

国の交付金対象事業であるが、採択基準を満たすことが困
難であるため、自己資金での事業となる。
その他の収入として小水力発電による売電や公用車のマグ
ネット広告を行っている。

【 】 実績
活動指標４ ➡

単位 予定

【 】 実績

単位 予定

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 ｍ 】 実績 6,192

【 】 実績

活動指標１ 年間管路更新延長 ➡
単位 予定 9,387 9,387 8,352 8,352

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

実績

予定

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 62 ％ )

実績 49

52 54 56

成果指標１
水道管の耐震適合率
（耐震管路延長÷管路総延長)×100
※令和元年度より耐震性を有する管を含む

➡
単位

予定 50

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要
平成２７(２０１５)年度に策定した｢水道事業財務及び事業計画｣に基づいて各管路の管種（耐震性、事故危険度)や重要度を考慮して更
新基準年数を設定し、これに基づいて事業を推進する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 855,857 1,063,938

決算 620,740

(目) 事業費 (小事業)

（現年）

事業目的
富田林市水道事業ビジョンの目標の一つである｢強靭な水道～災
害にへこたれない～｣を実現するため。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 資本的支出

事業種別

(大事業) 工事請負費

(項) 建設改良費 (中事業) 整備事業

令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 上下水道部　水道工務課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 香川　尚之

■対象事業

事業番号 未設定3 事業名称 管路更新耐震化事業
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2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

市内の水道管は、高度成長期に集中して整備されたため、老朽化し更新時期を迎えています。避難所や病院等の重要給水施設を優
先的に整備しているところですが、人口減少に伴う料金収入の悪化や職員数の減少により、目標の達成が困難になっております。
予算の確保と職員の確保が課題です。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

重要な事業を計画的にすすめているものであって、継続した予算の確保を求めていきます。
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 1/2

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

該当件数が少なくなってきているので委託の必要はないと
考える。

個人所有物であるため。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

×：事業全体の必需性が薄れている

新たな
財源の検討

×：検討していない

鉛管の使用は、鉛成分が溶出することで、健康被害が出る
可能性があるため、個人所有の給水管であっても取り換え
を促している。その費用は、個人負担であるため、あくまでも
要請するに留めている。

現状で支出を伴う事業ではない。今後も補助金を拠出する
等の予定はない。

【 】 実績
活動指標４ ➡

単位 予定

【 】 実績

単位 予定

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 回 】 実績 1

【 】 実績

活動指標１ 広報及び戸別訪問での周知活動回数 ➡
単位 予定 1 1 1 1

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績 1

1 1 1

成果指標１
メーターから蛇口までの間にある鉛製給水管の取替は所有者負
担のため、要請であるため成果指標としてはなじまない。 ➡

単位
予定 1

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要 戸別訪問をおこない、水道メーターから蛇口までの間にある鉛製給水管の取替を要請する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 0 0

決算 0

(目) (小事業)

（現年）

事業目的
富田林市水道事業ビジョンの目標の一つである｢安全な水道～水
源から蛇口まで～｣を実現するため。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款)

事業種別

(大事業)

(項) (中事業)

令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 上下水道部　水道工務課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 香川　尚之

■対象事業

事業番号 未設定4 事業名称 鉛製給水管の解消事業
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2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

鉛成分の溶出は、鉛管内の水道水が長期に渡って滞留することによって起こる可能性があるので、長く使われなかった場合はしばらく捨
て水をするよう広報などで知らせている。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

個人所有物であるため、予算の拠出を考えていない。
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 1/2

活動指標３ ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

施設の設計や建設、維持管理を一体として発注するPFI、
DBO等で適用可能な連携手法を検討する。

水道施設の維持管理であり、該当しない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

経年化設備を放置していると老朽化し、事故発生のリスク
が高まるため、更新は必要である。
予防保全を行なうことで施設の長寿命化が図れる。

交付金対象の事業もあるが採択基準を満たすのが困難で
ある。

【 】 実績
活動指標４ ➡

単位 予定

【 】 実績

単位 予定

成果指標２ ➡

活動指標２ ➡
単位 予定

【 箇所 】 実績 136

【 ％ 】 実績

活動指標１ 法定耐用年数を超過している機械･電気･計装設備の合計数 ➡
単位 予定 141 130 127 125

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

実績

予定

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 42 ％ )

実績 71

66 64 63

成果指標１
法定耐用年数超過設備率（法定耐用年数を超過している機械･
電気・計装設備等の合計数÷機械･電気･計装設備等の合計
数）×100

➡
単位

予定 71

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要

・平成２７(２０１５)年度に策定した｢水道事業財務及び事業計画｣では、アセットマネジメントを用いて当面の更新対象施設を抽出し、これ
に基づいて更新を行なう。
・一部配水池については、実施済みの劣化調査結果に基づいて塗装を行なうなどの予防保全を実施し、長寿命化を図る。
・点検記録や事故記録、修繕履歴等の蓄積･分析を行い、実態に見合った更新基準年数の見直しを検討する。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 418,319 458,673

決算 509,402

(目) 事業費 (小事業)

（現年）

事業目的
富田林市水道事業ビジョンの目標の一つである｢強靭な水道～災
害にへこたれない～｣を実現するため。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 資本的支出

事業種別

(大事業) 工事請負費

(項) 建設改良費 (中事業) 整備事業

令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月5日

部署名 上下水道部　水道工務課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 香川　尚之

■対象事業

事業番号 未設定5 事業名称 アセットマネジメントに基づいた施設の機能維持
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2/2

■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

更新計画をたてるうえで、更新費用を抑制するために、法定耐用年数の1.5倍にあたる経年劣化期間内で更新工事を行っている。本来
であれば、法定耐用年数を基準に更新工事を行う事が望ましい。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

計画的に更新工事を行う必要があるため、継続して予算要望を行います。
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活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

－：該当しない

　現在、できる範囲については委託済みであるが、委託する
こと（PFI等も含めて）が効率的である場合、委託することを
検討します。

公共下水道維持管理事業であり、受益者負担を求める事
業ではない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（その他）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

 下水道施設の適切な維持管理に必要です。南河内４市
町村における下水道事務の広域化・共同化により、適切な
技術継承や事務効率化による市民サービスの向上に努め
ます。また、PFI方式による管渠の長寿命化及び雨水の汚
水管侵入水対策を進めるとともに、市民の誤接続解消工事
に係る費用の一部を助成する。

　下水道管路施設のストックマネジメント計画の見直し等に
より、国費を財源に充てて、一部施設について改築・更新
等を行える可能性がある。

【 】 実績
活動指標４ 設定なし ➡

単位 予定

【 】 実績

単位 予定

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 件 】 実績 2

【 】 実績

活動指標１ 下水道施設の補修工事・管更生工事発注件数 ➡
単位 予定 2 2 2 2

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

実績

予定

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡ )

実績成果指標１
突発的な維持管理を含む事業であるため、計画的な成果検討
が困難である。 ➡

単位
予定

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要
公共下水道施設の老朽化等による漏水等に対する補修工事や汚水・雨水管渠内に侵入する木根の切断・点検・清掃等の委託業務に
より適切な維持管理を目指す。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 298,520 236,992

決算 204,127

(目) 管渠費 (小事業)

（現年）

事業目的
ライフラインである汚水・雨水管渠等の公共下水道施設について、
適切な維持管理を図る

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 下水道事業費用

事業種別

(大事業)

(項) 営業費用 (中事業)

令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月12日

部署名 上下水道部　下水道課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 石田　晴彦

■対象事業

事業番号 未設定6 事業名称 公共下水道維持管理事業
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

　市が管理する下水道管路の総延長約437kmの内、法定耐用年数50年を経過する管渠が約10％あり、今後も老朽化した施設が更に
増大することが見込まれる。施設の劣化に起因する事故や、機能低下・停止による下水道使用者への使用制限など、事業者側の維持
管理に起因して発生するリスクもあることから、既存管路の老朽化対策に集中して取り組んでいく必要がある。計画的かつ継続的に管路
の改築を図るための事業投資が必要である。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

　【分流式下水道における雨天時の不明水侵入対策について】
・近年の下水道施設の老朽化の進展や局地的集中豪雨の増加等を踏まえ、分流式下水道雨天時侵入水等の要因
となる不明水への対策については、全国的な取り組みが必要と考えられています。本市においても、昭和42年より供
用開始した金剛地区の下水道施設について、管路施設の老朽化や個別排水からの不明水の発生実態があり、民間
活力（PFI）を導入して事業を行うなど、効果的な対策の検討を行うとともに、適切な維持管理を目的とした、施設の更
新・改善を行い不明水を削減していく。

【下水道事務の広域化による効率的・効果的な体制の推進】
・平成28年度に下水道事務の広域化協議会（太子町・河南町・千早赤阪村との連携）を設立しました。各市町村が
個別に行っている業務の統一化を行うことで、事務量の軽減化が図れると考えております。また、広域化による共同発
注で業務等の契約金額にスケールメリットが生まれます。今後も管理施設等の増加が見込まれるが効率的な維持管
理体制の構築を進めていきます。
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活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

×：検討していない

水道お客様センターに委託することで、個別訪問による住
民への相談を行っている。

公共下水道への未接続者を対象としているため、受益者負
担金を割り当てる可能性はない。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

×：検討していない

公共下水道地域内における未水洗化世帯の住民に、下水
道への接続義務を認識していただき、水洗化の普及促進を
図ることで、生活環境の改善にもつながる。

公共下水道の普及促進については、市が勧めるものであ
り、交付金、補助金等得られる財源はない。

【 】 実績
活動指標４ 設定なし ➡

単位 予定

【 】 実績

単位 予定

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 件 】 実績 2,821

【 】 実績

活動指標１ 年間訪問件数 ➡
単位 予定 3,500 3,500 3,500 3,500

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

実績

予定

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 100 ％ )

実績 94

97 98 99

成果指標１
水洗化率：公共下水道に接続している人口÷供用開始区域内
の人口 ➡

単位
予定 96

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要
業務委託による戸別訪問を行い、公共下水道への接続啓発及び接続相談を通じて普及促進を図る。
又、更なる普及促進を図るために、市民の水洗化工事に係る助成金を新たに創設します。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 990 990

決算 990

(目) 普及指導費 (小事業)

（現年）

事業目的

生活環境の改善や公共用水域の水質保全など下水道事業の目
的達成のため、公共下水道への接続促進を図る。また、下水道経
営の観点から接続増加による使用料の増収を図るとともに健全な
下水道運営を目指す。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 下水道事業費用

事業種別

(大事業)

(項) 営業費用 (中事業)

令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月12日

部署名 上下水道部　下水道課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 石田　晴彦

■対象事業

事業番号 未設定7 事業名称 下水道普及促進事業
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

普及活動を目的とするため、活動量の実績（訪問件数）は容易にでるが、水洗化率の向上については、個人の諸事情等も関係すること
から明確に成果が出るわけではない。普及活動内容の再確認や調整・修正を行う必要がある。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

・委託先の水道お客様センターとの連携により、普及活動内容の改善に取り組みます。成果向上を目的とする予算拡
大の方向性はないと考えています。
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活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

×：委託できない（できる範囲は委託済）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

本事業は、浄化槽建設工事との複数業務を一括し、PFI方
式で複数年契約により民間業務委託済。

公共下水道事業との整合性を図り設定済み。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（利用実績等）

新たな
財源の検討

△：得られる可能性がある

生活排水処理を促進するうえで、公共下水道事業と浄化
槽整備推進事業は、欠かすことのできない極めて重要な事
業である。

国が交付する交付金である循環型社会形成推進交付金を
活用しているが、新たな交付金が対象になる場合は積極的
に活用する。

【 】 実績
活動指標４ 設定なし ➡

単位 予定

【 】 実績

単位 予定

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 箇所 】 実績 741

【 】 実績

活動指標１ 管理浄化槽数等の年間点検個所数 ➡
単位 予定 776 806 836 851

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

実績

予定

【 ㎎/ℓ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 5 ㎎/ℓ )

実績 7

5 5 5

成果指標１
管理浄化槽排水BOD平均値
（浄化槽法11条による定期検査結果） ➡

単位
予定 5

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要
浄化槽市町村整備推進事業により設置された高度処理型（BOD10㎎/ℓ以下）の合併処理浄化槽の性能を確保するため、浄化槽法等
で定められた保守点検・清掃・法定検査を実施しています。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 54,974 60,251

決算 52,183

(目) 浄化槽管理費 (小事業)

（現年）

事業目的
公共用水域の水質及び生活環境の保全並びに公衆衛生の向上
を図るため、浄化槽市町村整備推進事業により設置された浄化
槽の適正な維持管理を行う。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 下水道事業費用

事業種別

(大事業)

(項) 営業費用 (中事業)

令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月12日

部署名 上下水道部　下水道課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 石田　晴彦

■対象事業

事業番号 未設定8 事業名称 浄化槽市町村整備推進事業
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

事業区域内の市管理浄化槽を市が責任を持って適切な維持管理を行った。平成２２年度よりSPCとの定例会議を行い、水質向上に努
めている。BOD数値の高い浄化槽については、住民に使用状況を確認し、場合によっては指導も行う。また、浄化槽本体に対して調整を
行い水質の向上に努めた。浄化槽本体が不良の場合は積極的に入れ替え工事を行う。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

平成１７年度に事業を開始したが、事業開始以前に個人で設置された浄化槽を寄附により市が管理している。それら
の浄化槽の老朽化による入れ替え工事が必要になることや年々管理基数が増加していくことによる維持管理費の増
加が予想される。
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活動指標３ 設定なし ➡

事業の
委託可能性

△：一部は委託可能である（効率・効果的課題）

受益者負担
の適正さ

○：適正である

PPP/PFI制度の活用により一部可能である。
市街化調整区域の下水道への接続については、分担金
（一律12万円）徴収を行っている。建設費の約5％について
均等割りした額にて設定。

■評価（CHECK）

事業の
必需性

○：事業全体について必需性が高い（法的必需性）

新たな
財源の検討

×：検討していない

市民生活の基盤となるライフラインである下水道について
は、計画的な整備が必要である。

料金体系の見直しにより可能性がある。

【 】 実績
活動指標４ 設定なし ➡

単位 予定

【 】 実績

単位 予定

成果指標２ 設定なし ➡

活動指標２ 設定なし ➡
単位 予定

【 ｈａ 】 実績 1,719

【 】 実績

活動指標１ 公共下水道が整備され水洗化が可能になる地域の面積 ➡
単位 予定 1,750 1,760 1,770 1,780

【 】 （ 令和8年度目標値 ➡

単位

)

実績

予定

【 ％ 】 （ 令和8年度目標値 ➡ 97 ％ )

実績 94

95 95 96

成果指標１
下水道普及率：公共下水道が整備され水洗化が可能になる人
口÷富田林市の人口 ➡

単位
予定 94

■実施（DO）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要
未整備地区については、年度別計画による整備工事の実施。各種工事に伴う設計について業務委託する。また総合地震対策計画に基
づき耐震化を図る。

（現年）

令和5年度

事業費
（単位：千円）

当初予算 821,755 834,896

決算 695,697

(目) 下水道整備費 (小事業)

（現年）

事業目的
公共下水道事業区域内における未整備地区の整備を行い、快適
な生活環境の確保と公共用水域の水質保全を目的とする。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

予算科目

(款) 資本的支出

事業種別

(大事業)

(項) 建設改良費 (中事業)

令和 ３ 年度 事業評価シート（予算要望　附属資料） 作成日 令和3年10月12日

部署名 上下水道部　下水道課

施策体系
（分野別施策4） 安全・安心で美しく快適なまちづくり ▶ （2） 快適に暮らせる環境づくり ▶

（個別施策25） 暮らしを支える都市基盤の整備

評価者 石田　晴彦

■対象事業

事業番号 未設定9 事業名称 流域関連公共下水道整備事業
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■改善事項（ACTION）

事業の評価
及び課題

令和６年度の概成を目指し、財源確保しながら整備計画どおり（主に市街化調整区域）進めております。私道（市街化区域）の整備につ
いても箇所と所属町会長を把握し、市が町会の協力も頂きながら積極的に勧奨していきます。

■予算要望の方向性（PLAN）

評価・改善事
項等を踏まえ
た要望内容

金額ではなく、考え方を記載してください。

広域化・共同化、ＰＰＰ／ＰＦＩ等の事業を効率的に実施し事業財源を確保する様、努めてまいります。

18ページ




